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Henry　Jamesの〃θ肋”ψθα〃∫について
小　林
I　序
　表題の’novel1a’はC㎝s腕ce　Fenimore　Woolson，ωF．R．Leavis1到等の
例外はあるが，これまで殆ど無視されるか，低い評価を受けてきた。たとえぱ
Corne1ia　P．Kel1yは，rT加E舳ψω伽は丁加五伽伽肋の長所は一つも
なく，欠点はすべてもっている」一剖と酷評し，Alexander　Cowieはrこの物語
は娯楽性においても叉重要性においても中位を出ない」＝4，と極めつげている。
1960年代の発言を代表するものは，恐らくHenryJames研究の第一人老を自他
ともに許すLeon　Ede1の批評であろう。それは，r同じように明噺な散文で書
かれてはいるが，この短篇小説には“Daisy”の密度の高い美しさも叉その力
もない。ただ軽くておもしろく読める調刺である」㈲というのであ飢Leon
Ede1は更に語を継いで，rJamesは，ごの作品を余り童じめに考えなかったし，
それを喜劇以上のものにしようとは思わなかった」㈹と断定する。
　たしかに丁加肋ゆ召α郷は本質的には喜劇的小説である。それには“λ
∫尾枕が’という副題が付されており，James自身‘extre皿e　slightness’を
意識していると言っているが，｛7〕そのことはこの短篇小説の価値について考察
することを妨げるものではない。およそ，“λs細肋”とr喜劇」の結合自体が
決して生易しいものではないからであ乱つまり，従来の喜劇的小説とは著し
い相異があるのではなかろうか。ア加肋ゆθα郷のr喜劇」の性格は決Lて
軽視することはできたいように思われる。たとえぱ登場人物にLても喜劇的類
型化の枠をぱみ出て，‘娩eS’とたびたび矛盾している。従って本稿において
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　ユ艘
は，丁加肋ゆθ伽sが本質的に喜劇的小説であることを前提として・それが
どのような性格をもつr喜劇」であるか・叉それはJamesのr一つの芸術的
実験」⑧としてどういう意味をもつかを作品の分析を中心として考えてみたい
と思う。
〕I　作品成立の概賂
　Leon　Edelにょると〔9げ加肋吻θα郷の原稿は，1878年の盛夏に“Daisy
Miner”がrコーソヒル』誌上に現われる時童でに全部で4回の違載ものとし
て書き上げられ，当蒔rアトラソティック・マソスリー』誌の主筆であった
Wi11iam　DeanHowe11sの許に送られていれそれは同誌の100頁分に相当す
る短篇小説のスペースを超えないで・前作，丁加五肋〃c肋（1877）よりも
r楽Lい物語」㈹をという亘0wellsの二つの注文に応えたものであった。
　Henw　Jamesは，この物語の結末を三組の結婚で飾り，ア加λ刎幽0α〃の
不幸な結末の埋め合わせをしたが，同時に「一つの芸術的実験」（an　a耐iStiC
・xpe・i皿ent）を試み，従来のr因際状況」のテーマを逆にしれすなわち，ヨ
ーロヅパを背景としたアメリカ人の姿を描くかわりに，時問を30年漉らせて
1840年代のボスト＝■にrヨーロヅバの人」（＝エクスベイトリエトのアメリカ
人）が戻ってきた，という状況を設定Lた。
　こうして丁加肋ゆ伽郷は1878年の7月から『アトランティヅク・マソス
リー』誌に連載され初め，9月には単行本として出版された。しかし遺憾なが
らτ加30Sオ0〃σ郷もそうであるが・ニュー・ヨーク版全集には採録されなか
った。同時期に刊行された“DaisyMiller”の陰の位置に甘んじてきたといえ
る。ニュー・ヨーク版全集に付された作者のコメントをτ加励ゆω郷に関
しては検討することができないのは残念であるが，作者の兄Wi1liamのこの
作品が’thin’and’empty’であるという余りにも正面を切った非難に対し
て，Ja皿esが‘anexperiment’に過ぎないと言っている言葉の裏には，作
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老の自負も秘められているようにすら思えるのである。以下にこの作品の内容
について検討してみよう。
皿　梗概
　童ず丁加肋ゆω倣oの荒筋を辿ってみよう。
　先に述べたように新世界で成功を求める姉と弟の二人のrヨーロッパの人」
がボストソの近郊に住んでいる叔父のWi11iam　WentwOrthの家を訪ねて客
人となり，その家の離れが彼らの住屠として提供される。
　rヨーロッバの人たち」というのは，他に適当な分類の方法がないからそう
呼ぶだけであって，血統上はアメリカ人であ肌彼らの父親というのはシシリ
ー島で生まれたアメリカ人で，母親というのはWi1liam　Wentworthの腹違
いの姉で，既に故人であるが，生前にローマ・カトリヅク教徒となりヨーロヅ
パで結婚したため，この一家とは絶縁状態であった。姉のEugeniaはウィー
ソで生まれ，弟のFelixはフランスの片田舎で生まれたということからしても，
かれらはいわぱ放浪の状態で冒一ロッバで育てられた文字通りのエクスペイト
リェトである。
　Eugeniaは，ドイツの一公国の現首の弟と結婚Lたいわゆる貴賎相婚妻（mOr・
ganaticwife）で，Baroness　M首nsterを称しているが，彼女の地位は不安定で
ある。というのは，Eugeniaの義兄にあたる現肴主が弟にもっと有利な縁組み
を望み，彼女は夫から離婚を迫まられており，権利放棄の書類にサイソするの
を一時的に延ぱしている状態である。彼女は7ラソス語の形容詞をいとも自然
に使い，機知こ富み，ヨーロッバの’II1annerS’に通じているが，性格的には
気むずかしく，時々軽いうそをつくという特徴があ糺
　一方，弟のFelixは，画家の卵といえぱいえるがこれといえる程の職業はた
く，文なしのボヘミアソで，明るく，愛想のよいご都合主義者である。始終ポ
ケソトに手を入れている癖はRalphを思わせるが，Ralphの真刻さはいささ
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かも持ち合わせていない。
　こうしたrヨィッパの人たち」を受け入れた1MlL　Wentworthには，二人
の娘と一人の息子がいる。
　姉のCharlotteは器量もよく性格も従順であるが，想像力に乏しい。妹の
Gertmdeは姉ほど外見に恵まれてはいないが，想像力が豊かである。後者は
同質的なものより異質的なものに憧れるロマンチシズムの精神を体現L・それ
は，前考の属するMLWentworthのコミュニテイの同質性指向の原理，つま
りニユー・イソグラソドのピユーリタニズに対する銚戦的な姿勢を示している。
　弛緩したピューリタニズムを代表するユニテリァソの牧師Mr．Brandの長
年の求愛を退げてGertrudeがFelixと結びつくのは，自然の成行きであると
いえよう。FelixはGertrudeにとってrヨーロッバ」の窓となるのである。
Gertrudeのイメージは，こうしてτ肋Po〃κα〃ψα工α妙（1881）のIsabe1
にっながるものがあるo
　一人息子のC1雄0rdはハーバード大学の学生であるが，泥酔中，見つけられ
て6ケ月の停学処分を受けてい飢一家のものは彼のことをr神に見捨てられ
た人」（’a　reP・0bate’）になる危険性があると心配Lている。
　Wen肺orth家の人たちの伽こ近所に親戚のActon家の人たちがいる。
Acton家は母親と息子と娘の三人家族で，Wentworth家の家父長的性格とは
対照的に母権的で，世間を知り，後者よりrヨーロッパ」化している家族であ
るo
　息子のRObertは大の旅行家で杜交も洗錬されており，数学を得意とする分
析的な面をもち，リアリズムとロマソチシズムが適度に融合したかなり複雑な
性格の人物で，彼はWen肺orth家の人たちが意識的に成長Lた段階を表わし
ているともいえようo
　Baroness　Minsterは積極的にRobertに接近するが，Robe㎡の方は慎重
に分析的に反応L，一度は彼女の愛を受け入れる素振りをみせながら，結局恩
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いとどまる。
　Robertの妹のLizzieは，このコミ邑ニティの中でただ一人最初からBaroness
Mむnsterを敵視するが，C雌ordと結ぱれる。
　この小説の最後の場面は，繰り返えしていうが，FelixとGe血ude，MLBrand
とCh孤1otteそしてC雌ordとLizzieの幸せなカプルの誕生と彼らに追われ
るようにLてヨーロヅパヘ去るBarones　Mむnsterの孤独な姿にスポヅトを当
てているo
　しかしこれでこの小説は終わってはいない。作老は感傷的な余韻を押えて，
結びに次ぎのような一っのセソテソスを付げヵ口えている。“……and　Robert
Acton，after　his　mother　died，married　a　particular1y　nice　young　girl．”
（P，173）この言葉は，Jamesが明らかにBaroness　Monsterに好意を示Lて
いる言葉であり，彼女の出立が何か貴重なものの喪失であることを暗示し・
Robert　Actonでさえ彼女を受容し得ない杜会に対するアイロニーを投げかげ
ている，と解釈することが許されるであろう。以上が丁肋莇ゆθα伽の荒筋
である。
1V　構成と主題
　前述の荒筋によっても分かるように，丁加肋ゆ召α伽の主筋は実に単純であ
り，プロヅトはないも同然で，rヨーロヅパの人」が働きかけ，それにニュ・
イソグラソドの人たちが反応するが，その反応の仕方の相異は主として登場人
物の会話を通して感じとられるという構造をもっている。そして，人物と自然
と杜会の工一トスの三老は，相互に反響L合っており，時々発せられる作著自
身のコメソトが，全体を調和的に結合する力となっている。
　肋θ肋π0加σ郷は表面的にはアレゴリカルな性格をもっており，「ヨーロヅ
パ」と「アメリカ」の衝突は，ここでは‘imocence’と‘experinece’，‘航’
と‘realiけ’，‘mOral’と‘manners’，‘se㎝1arism’と‘Pm地nism’，叉は
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’CathOhcism’と‘P岨itanism’といったr観念」の対立と相互作用のドラマ
として捉えることができる。
　丁加λ舳κ肋舳こみられた「白由」と「固定」，「空間移動の原理」と「時聞
叉は歴史性の原理」の対照的なパタソは丁肋〃ゆω郷において逆になり・
「ヨーロヅパの人たち」がむしろ「自由」を，ニュー・イソグランドの人たち
は「固定」を表わしている。しかし，そうした観念の類型化・抽象化の働きは，
丁加肋吻召舳sの方がはるかに緩和されている。それはJamsがディテール
に力点を置き，ヨーロヅバとニュー・イソグラソドの各バーティーの人物同志
にも徴妙な相似点と相異点を巧みに附与しているからである。以下にEugenia
（Ba・oness　M伽st・r）　とFe1iXを中心として作品の内容を更に具体的に検討し
てみよう。
　善良なFelixと世慣れたEugeniaのようた組み合わせで「ヨーロッバ」を
代表させるのはJamesの常套であるが，彼らのrヨーロヅパ」の背景は，
丁加λ舳伽伽のBe1lgarde家の人たちを濃厚に覆っていた「悪」の雰囲気
が薄れて，全体が牧歌的な気分に快適に包まれてい私自然と事物の牧歌的な
光景は，ヨーロヅバの閉鎖的な上流杜会に潜んでいた悪霊から開放されている。
　「ヨーロヅバの人たち」がボストソに到着して泊った宿は‘ag1oo㎜ylooking
加パ（p．1．イタリックは筆者）であるが，それは数行あとでは‘the　best
ゐo〃in　the　ancient　city　of　Boston’（P．1．イタリックは筆箸）であると説
明されている。’im’に過ぎないものが‘the　best’であり，またボストソが
‘anCient’というのはアイロニカルである。
　Ja㎜esは‘picturesque’を強調するために意識的にニュ・イソグラソドの
背景を非都合的にし，プロヴィソシャリズムを誇張したようであるが・⑫その
ための時代錯誤はTho血as　Wentworth　Higginsonの市民的忠誠心を喚起し
て，1840年代のポストソを誤まって伝えている，㈲という非難を受け・更にそ
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の見解はOscar　Cargi1lによって補強されたのである。幽とはいえ，そのこと
は審美的な観点からすると，決してマイナスの要素とは考えられたいのである。
　　rヨーロヅパの人」が窓から見渡すボストソの街一それは5月の中旬だとい
うのに季節遅れの吹雪に覆われていたが一の景色，墓地の光景，白色のベソキ
で塗られた木造の教会の尖塔，リソフン鈴を鳴らしながらぬかるみを行き交う
小型の馬車，等々の眺めは，「自然」と「人間」との簿然たる一幅の絵を提僕
している。われわれをその「時」と「場所」に引き入れるJamesの描写の技
巧は完壁である。
　‘a　very　ill－Pleased　wo㎜an’（P．6）のEugeniaは不気嫌に窓外の景色を
眺めたり，鏡に向って彼女の髪形に手を加えたりして，彼女が身を置いている
状況に落ち着かない風であるが，Fe1ixの方は悠然と机に向かってハミングを
したり口笛を吹きながらスケッチに余念がないようである。この二人の様子は
対照的で，Eugeniaがアメリカを‘this　dreadfu1comtry’と，Fe1ixが‘this
comical，this　delightfu1country’（p．9）と感得するように，新世界への適応
性の相異を‘picturesque’に表現している。
　Fe1ixが外部の世界に対して肯定的に喜劇的た想像力をもって反応するのに，
一方Eugeniaは都会的に洗錬された‘manners’によって反応する。そLて
Eugeniaがヨーロッパ的た趣味をニュー・イソグラソドの風土の中で強引に押
し通そうとする時，彼女の「様式」は場違いで時としてコミカルにさへ映る。
たとえぱ彼女が自分でごとごてと飾り立てた部屋は，Wentworth家の飾りの
たい世界に対して，その華麗さを誇るとともに，彼女の疎外された状況を象徴
する喜劇的な砦となっている。
　一方Fe1ixの愛想のよいこだわりのたい態度は，周囲の状況に対して創造的
にまた調和的に働きかけると同時に，それはまた「その健全で明るい性格が，
その目的を達成する正確さの外にはどのよう孜検討をも知らず客観的善なる目
的に消尽L」（p，68）て，内省を知らない無原則に堕する危険性を内包してい
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る。そうした倫理性の欠如はFe1ixの場合，洗錬された「自在佳」としてカモ
フラージュされているため，Wentworth家の人たちの中でただ一人r規律」
を破りr‘wicked’になる時にむしろ精神の高揚を感じる」（P．22）と高言す
る単純なGertmdeの目には，魅力的に映るのは自然の成り行きであろう。
　Felixが初めてG鮒mdeの前こ姿を現わすのは，「空がこんなに青く澄み渡
っているから教会には行かない」（P．22）と言い張って，GertrudeがChar1otte
やMr．Brandの説得を援ね付けてλ7α肋〃N妙おの一巻をひもといていた
時である。恐らくナイーブな娘の心の動きを機敏に見抜いたFelixが一杯のワ
イソを所望すると，Gertmdeがお菓子が好きで真面目なユニテリアソの牧師
のMr．Brandのことを思い出しながらいそいそとワイソの大瓶を手にしてく
る行（p．27）は，19世紀の中頃からニュー・イソグラソドのピューリタソを中
心に禁酒運動が盛んに行われたという歴史的事実と照応して，Ge打mdeの
Puritanismの‘discipline’に対する素朴な反抗の姿勢を読みとることができ
るo
　ニュー・イソグラソドのPuritanismの精神・あるいは思想構造を解明した
Perry　Mi11erは，それがイギリスのプロテスタソトの最初の植民者がもたら
Lた価値体系と思想であって，根本的信仰は全ヨーロヅパのブロテスタソト・
少なくともカルヴァソ主義的プロテスタソトと同じものであるが，植民地特有
の孤立Lた環境即ち等質的な人々の集団，耕作に適した土地の狭隆，きびしい
気侯，経済的苦闘等の条件がこのプロテスタントの精神形成に特有の性格を附
与したと述ぺている。胸
　P肚itanismの歴史的展開についてはここで考察する余裕はないが，James
のピューリタソ・イメージがどのようなものであったかを一言でいうならぱ，
それは，快楽を敵視するという通俗的なピューリタソ像の限界を超えてはいな
いようである。たしかにピューリタソには，敬慶な信仰，規律と節度を重んじ
る生活の美点を有する反面，陰気，不寛容，偽善等の暗いイメージが一般的に
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付きまとっている。このピゴリタソの暗いイメージはFelixがWentworth
家の人たちの印象についてEugeniaに報告した次の言葉に表われてい私
“They　are　sober；they　are　even　severe．They　are　of　a　pensive　cast；
they　take　things　hard．　I　think　there　is　something　the㎜atter　with
them；they　have　some　melancholy　memo町or　some　depressing　expec－
tation．It’s　not　the　epicmean　temperament．My　mcle，ML　Wentworth，
is　a　tremendous1y　high－toned　old　fellow；he1ooks　as　if　he　were　mder－
going　mar蚊rdom，not　by丘re，but　by　freezing．”（p．33）‘sober’，‘pensive，，
・severe’，’hard’といったイメージに対立するものがFe1ixによって体現さ
れているヨーロヅパ的「生のよろこび」（ゴ0タθ幽砂”θ）のイメージである。
　二人の‘foreigners’との接触がWentwo舳家の人たちに意味するものは・
Gertmdeの変化に対する彼らの反応に象徴的に現われている。C雌0rdでさ
へ・Gertrudeis蚊owingPert．”（P．48）とGertrudeの性格の変化に気付
くのであるが，Mr．Wentwo竹hの反応はヵルヴィニストのそれである。“You
must　keep　watch．Indeed，we　must　be　careful－This　is　a餌eat　change；
we　are　to　be　exposed　to　pecu1iar　in丘uences．I　don’t　say　they　are　bad；
I　don’t　judge　them　in　advance。．But　they　may　perhaps　make　it　neces一
。。Wth・tw・・h・・ld・・…i…9…td・・1・fwi・d・m・・d・・1f一…t・・L
It　will　be　a　di任erent　tonα”（p．48）
　二人のrヨーロツバの人」はMr，Wentworthにとっては・単に風俗・習憤
の違う外国人であるぱかりか，宗教的た異教徒の影を帯びている。彼らの
‘pe㎝liar　iniuences’を恐れてあたかも魔力を1封じ込めるように“I　sha11
keep　them　in　the　hous巳”（P－50）というMr・Wentworthの言葉には・植
民地時代のピューリタソの遺産が継承されていることがわかる。
　Gertmde自身にとってこの‘foreigners’との交わりは・彼女の自我の拡大
の機会となるが，その影響は彼女の場合は先ず‘eXOtiCiSm’への憧れとして
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開花する。“When　we　go　over　there　it　wm　be1ike　going　to　Europe．
She〔Eugenia〕wi11have　a　boudoir．　She　will　invite　us　to　dinner一サeW
1ate．She　wi11breakfast　in　her　room．”（p．48）
　明るい人間性を武器とするFelix　Youngの鋭敏さとBaroness　Mむnsterの
洗錬された杜交の技術は・ニュー・イ1■グラソドの人たちの想像力に訴え，人
生の見方を改変する‘initiation’の儀式を用意する。その儀式の背後にはヨー
ロヅパの人たち」の経済的な利益を追求する利己的な動機が秘められてはいる
が，Fe1虹が目的に向って直線的であるとするならぱ，BaronessM1むnsterの
方は迂回的でずっと複雑である。というのは，Felixの‘art’は殆ど‘nature’
と同義語であって，環境への適応能力を武器とLて立てられた戦略であるのに
対し，BarOness　MOnsterの場合は，Mme．Be1lgardeの陰湿さを脱Lて
Mme．Mer1eの優雅た’art’への傾斜を示し，その‘art’が逆に彼女を抑制
する力としても働くからである。従ってBaroness　M廿nsterの求める
‘fortme’の意味は，Fe1ixのそれより駿味で複雑である。彼女はRobert
Actonへのr攻略」が失敗に終ったことを悟った時次のように言う。“…if
it　had　been　said　of　me　that　I　had　come　over　here　to　seek　my　fortme
it　would　have　to　be　added肋αま1乃刎θ力舳6ク〃”（P．134）（イタリック
は筆者）この最後のr節」は，Baroness　M廿nsterの自已劇化の願望を表わす
ものかも知れないが，それとともに彼女の目的が物質的価値によっては計るこ
とのできない一つの価値観，即ち“EuroPe　seems　to　me　much　larger　than
America”（P．173）という彼女の言葉に暗示されているrヨーロッパ」対「ア
メリカ」の工一トスの認識と関連性をもつように思われ肌
　Baroness　MOnsterのrヨーロヅパ」への献身に対して，一方Felixの方は・
はるかに弾力的で機会主義的である。Felixは叔父にヨーロッバに戻ってまた
不規則な生活を続げるつもりか，と尋ねられると，“I　Can’t　Say　I　inten吐
But　it’s甲ery1ikely　I　shal1go　back　to　Europe．After　all，I　am　a　Euro一
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pean．I　feel　that　you　know．It　will　depend　a　good　dea1upon　my　sister．
She’s　even　more　of　a　European　than　I．…”（p．87）と答えている。とこ
ろがGertrudeとの結婚の見込みについてBaroness　M廿nsterと語った時，
“…do　y㎝mean　to　tum　American？”と尋ねられると・“It　seems　to
me　I　am　a　ve町good　American　already．But　we　shall　go　to　Europe－
Gertrude　wants　extremely　to　see　the　wor1d．”（p．132）とまことに虫のよ
い返事をする。
　GertrudeとMr．Brandの関係はWentworth家の人たちが長年公然と認
めている聞柄であったが，Fe1ixはMr－Brandに，そしてGertmdeは
Charlotteに攻みに働きかげて，彼らはMr．BrandとChar1otteを結びつげ
て自分達の結婚の障害物を避げることに成功する。
　Fe1ixからGertrudeとの結婚の許可を求められたMr．Wentworthは・
M乙Brandのことを意識して困惑L，嬢賭するが，この時助け舟を出したMr・
Brandを入れて三人の交わす会話は，それぞれの倫理的意識の相異をコミカル
に表現している。“Whereareour皿ora1gromds？”demanded蛆Wentworth，
who　had　a1ways　thought　ML　Brand　would　be　just　the　thing　for　a
yomger　daughter　with　a　peculiar　temperament．“it　is　so㎜etimes　ve町
Inora1to　change，you　know，”　suggested　Feli又　　．．．“It　is　better　not　to
speak　of　change，”said　Mr．Brand．”（pp．164＿5）
　Mr．Wentworthによって代表されるニュー・イソグラソドの杜会は生活の
打算やいろいろな工夫をひたすらr倫理」のことぱで表現す私倫理的な
レトリソクを使う以外に自已を表現する方法を知らないようであ乱Went－
wOr血家の人たちが世間的な言語知識に乏しいことはJamesによってアイロ
ニカルに描かれている。たとえぱ，‘morganatic’という言葉はWentw0舳
家の全員に理解できたい言葉であったのは仕方がないとしても・‘Philistine’
の意味がわからなくてFe1奴に聞き返したところ，‘a　p1ain，God・fearing
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man’のことだとからかわれて，‘a　mystiied　sage’のような顔をするM土．
Wentwo舳の姿は何とも滑稽であ孔それに反L，Fellxは‘a㎜0ral’な世
界の住人であり，経験の表面を気楽にかいなでているだげであるが，まじめな
Mr．Brandは，彼が置かれている状況に対していささか鈍感である。ニュー・
イソグラソドの調和的な世界の「規律」が雑持されることが最大の関心事であ
って，彼の対象がGertrudeであろうとCharlotteであろうと根本的な相異を
示すものでは汝いのである。
　rヨーロッパの人たち」，わけてもBaroness　M竈nsterにとって倫理的な間
題は審美的な聞題とLて捉えられる。かくしてMr．Wentworthにとって
C雌ordの飲酒癖は道徳的堕落であるが，「ヨーロヅパの人たち」にとっては
それは‘㎜amerS’の欠如を表わすということになる。
　C1雌ordをそのような状態から救出し，彼を‘civilize’するためにFelixは，
ML　Wentwo砒に‘some　agreeab1e　wOman’と交際することを勧め飢そ
の結果Eugeniaはどうやら‘a　substitute　for　a　brandy　bottle’（P．94）に
なることに同意する。Fe1ixの工夫は道徳的なM1L　Wen耐orthが表面的には
決して同調できない何か非道徳的なものを暗示しており，“ANewEngland
Winter”のテーマ㈹の一つのバリエーショソであろうo
　Baroness　MOnsterがRobert　Actonとの関係を調和的に保ちながらClif－
fordを‘civilize’する仕事は，Felixにとってば‘theworkofredemption’
（P．94）であり，彼女自身にもRobe竹Actonに対する裏切りの意識はなく，
自然そのものである。
　8月の中頃，数目ポストソを留守にしてニューポートにいる病気の友人を見
舞って帰った目の夜遅く，RoberActcnは，不意にBaronessM廿nsterを訪ねる。
すると客間にα雌0rdがびっくりした顔を覗かせるが，あわててその場を立
ち去るという出来事があった。BaronessMOnsterは巧みにその場を取り繕う
が，ごの出来事はRobeれActonの心に疑惑の影を落とし，Cli舟ordを間い質
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Lた結果，彼の得意とする分析と推理を働かせてBaroness　Munsterのうそ
を見破る。Robert　Act㎝の唯一の間題はBaroness　Mむnsterを信頼できるか
どうかということであった（P．148）。彼女が正直でなくて，うそをつく女性で
ある（P．148）ということが，Robert　Actonをして彼女を受け入れることが
できない表面的な理由である。
　Jamesはよく蔵しいモラリストと想像カのある人問を区別するためにr瞳」
を道具に使㌔r嘘」は小説の登場人物のモラルに係わるだげでなく，想像力
の質を検査する試金石とたる。短篇“The　Liar”（1888）のテーマは，実害の
ない「嘘」を暴露Lようとする男の虚偽性を描くことによって‘appearance’
と’rea1ity’のパラドヅクスを表現することであるが，吻ここでもRobert
Actonの想像力は，Baroness　MOnsterを理解するために機能しないで，彼女
の魅力を閉じ込め，彼女を固定するために用いられる。実際，Robert　Acton
の倫理性は，そラルによる感情の否定としてではなく，不十分な感清に対する
弁解として発揮されるのである。勿論，Eugeniaの転落には彼女のr藍」に幾
分かの責任はあるが，それよりも彼女の’mannerS’そのものがニュー・イソ
グラソドの背景と調和しないで喜劇的効果を生じるということが重要な原因で
ある。
　τ肋亙鮒ψα郷のr季節」のサイクルはBaroness　M立nsterの気分に調子
を合わせており・この小説の冒頭における彼女の憂うつぼ季節遅れの春の吹雪
によって強めら机やがて彼女の気分の好転につれて夏が誘れ飢　しかし，
Robert　Actonが彼女を離れていくことを予感する時，夏は早くも冬に道を譲
るo
　Robert　Actonがニューポートから帰ってきた最初の日圓王日に，Baroness
M倣Sterの窓にぱ雨が激しく打ちつけ，冷気がその部屋を支配している。ニュ
ー・イソグラソドの人たちは皆教会に出かけている。そしてC雌0rdまで
Ge血mdeと一緒にニュー・イソグラソドの人たちの祝福された輸の中にある。
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Baroness　M倣sterは独りで彼女の部居に閉じ籠もり暖炉の火にからだを暖め
ている。この場面は実に印象的で，ニュー・イソグラソドの飾りのない荒削り
な建≡築構造に露骨な嬢悪感を表わしたB肛0ness　Mむnsterの「歴史」と　「伝
統」に対するかたくなな姿勢を象徴するとともに，彼女の疎外された状況を暖
炉の火によって映し出している。
　頼を紅潮させ，口髭に雨滴を光らせて彼女の部屋に入ってきたFe版カミ「火
をおこしているんですね」と呼びかけると，Baroness　M亡nsterは，“工召s
み召α舳加㈱so〃カαssあ．”（P．130）と芝屠がかつて返事をする。それに対し
て，“Never，never！They　haYe　on1y　begun。”（P，130）というFe1ixの宣
言は，彼の新世界での成功を暗示する言葉であるが，それはまた，「正統」も
r異端」もない‘oppOrtmis㎜’に対するJamesのアイロニーをひびかせて
いるo
V　結　び
　丁加肋ゆθα郷においてHenry　Jamesは多くのコソベソショナルな喜劇
的技法を用いているが，他方全面的には喜劇の要求に従うことをいさぎよしと
していないようである。rヨーロヅバ」とrアメリカ」の対照的なパーティー
に属する各人物の観念は，対立と葛藤の「喜劇」のパタソを固守しないで，主と
して働きかけるのばrヨーロヅパの人たち」であるが・各人物間の相互作用と
その変化の遇程により力点を置いている。従って‘a　sketch’という副題は，
ただ一枚のスケヅチということではたく，各場面の一つ一つのスケッチが相互
に関連し，そのイメージを修正しながら全体として一つの喜劇的スケッチを完
成しているというように理解することができよう。
　二人のrヨーロッパの人」の「ヨーロッパ」の内実と濃度に相異があるよう
に，ニュー・イソグラソドの人たちの「アメリカ」の程度にも濃淡の差があり，
倫理的意識も違う。反対にrヨー肩ヅパの人たち」のrアメリカ」的要素は・
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表面的には「ヨーロソパ」的濃度の比較的希薄なFelixの柔軟性によって，ニ
ュー・イソグランドの人たちよりもより多量に吸収されるという逆説すら成立
する。他方，ニュー・イソグラソドの人たちも二人のrヨーロヅパの人」に教
化されていくうちに次等に「ヨーロソパ」の技巧を身につげていく。しかし，
殆どすべての登場人物が経験する変化の遇程の中で，不動の一点を占めるのが
Baroness　M伽sterのrヨーロッパ」であり，それが，彼女を楽園から追放さ
せたr木の実」であるといえよう。恐らくBaroness　Mむnsterの転落をどう
考えるかが，τ加肋吻2α郷を解釈する決め手であろ㌦彼女のrヨーロッ
パ」とは何かという場合，いくつかの‘VariatiOn’が成立する。そのことは杜
会調刺としては中途半端であるという欠点にもなるが・全体が物柔かな調子に
つつまれた陰影に富む喜劇的スケヅチとして成功している。Henry　Jamesは
丁加肋ゆθα〃∫において喜劇的調刺を‘picturesque’に表現するという困難
な技法をマスターした。そういう意味でも丁加肋ゆθα狐はr一つの芸術的
実験」であったといえよ㌔　　　　　　　　　　　〔1969年10月8日脱稿〕
注（1）Constance　Fenimore　WOolsonは『アトランテ4ヅク』誌の1879年の1月号
　　（x1iii，工064）の書評で，次のように評している。“Mr．Hemy　James’s肋70μα郷
　　is，to　me，his　best　work，so　far；a王ways　excepting　two　or　three　of　his　short
　　stories、”∬脇ηノ切刎郷jτ加　Cグ肋ω1∬”猪昭彦，ed．by　Roger　Gard，（London，
　　1968），p．66一
　（2）“…this　smau　book，written　so　earIy　in　James’s　career，is　a　masterpiece
　　of　majcr　quality。”F，R－Leavis，丁加G〃αまτ〃6励o〃（London，ユ95⑪），p－141。
　（3）　Corneria　P．Keuey，丁加五”7砂刀〃召～oカ刎刎工gグH伽びノ”〃犯8（Urbana，I1・，
　　1930），pp－16－162．1965牢の改訂版では引用文の意見を多少修正し，ニュー・イン
　　グランドの‘picture’としての魅力は認めているo『前掲書』，p．264、
　（4）　Cowie，τ加R畑ρ1肋豊λ〃彦〃ω勉州o〃（New　York，1947），pp．ix－x・
　（5〕　Leon　Ede1，H醐η∫α榊召s：τ加Co榊眺郷圭げ工o拠ゐ免：1780－1883（London，
　　1962），p，313。
　（6）　1ろ6〆，pp－314＿5、
　（7）　τ加及娩グs　qグH肋び力1旭ω，se工ected　and　edited　by　Percy　Lubbock（New
　　York，1920），p，65、
533
178
（8）兄Willia血カ童丁肋肋ゆω欄を’砒n’鋤d　emptyと率直に非難したのに対
　してJamesは‘anexpe㎡血enピに過ぎないと弁解しているoτ肋Z召肋州，0少
　泓，P65．
（g）　Leo皿Edel，ψ．c狐，p．313．
⑩　F．W．Dupeeも指摘LているようにJamesの時代には現代よりずっとノ・ヅビー
　エンドの期待は大きく，執渤でさえあったo　F．W．Dupee，肋仰∫”伽8（London，
　195工），p．105．
ω　textの引用は、亘enry　Ja㎜es，τ加亙〃o卯伽5（Penguin　Modemαassics）に
　よるo
⑫　“…for　the　sake　of　picturesque　I　shau　play　havoc　with　the　New　England
　backgτound　of1830！”　丁脆3　∫4εcね6工2κ〃s　oグH召刎η∫σ刎2∫，ed．Leon　Edel
　（New　York，1955），μ70．
⑱　Thomas　Wen㎞orth　Higgins㎝，“Henry　James，Jr・”丁加ρ㈱肋〃げ施榊
　∫舳25，ed．F．W．Dupee（New　York，1945），pp．34一
⑭　Oscar　Cargill，丁肋No砂必ぴ肋〃ηル榊s（New　York，1961），p－69．James
　は彼自身の頭の中で30年代を表現Lているのか40年代を表現しているのかはっきり
　しなかったといっているo
⑲　Pe町Miller，丁加λ刎〃肋〃肋7伽郷（Anchor　Books，1956），p．ix．
⑯　拙稿，「Henry　Ja㎜esの‘mOraIitプについての一考察」，東海大学文学部紀要
　　「外国文学研究」第一輯，pp．86－91．
⑰　「前掲論文」，pp．95－101．
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